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年
減
点
補
正
率
を
加
味
し
た
評

価
額
で
あ
っ
て
も
評
価
額
が
下

が
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
　
③
賦
課
期
日
以
降
に
所
有
者

が
死
亡
し
た
場
合
、
相
続
人
に

収
め
て
い
た
だ
く
。
期
日
以
前

に
亡
く
な
っ
た
場
合
は
新
所
有

者
に
対
し
て
課
税
と
な
る
。
登

記
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
に
つ
い

て
は
、
未
登
記
家
屋
の
所
有
者

訂
正
手
続
き
を
行
な
っ
て
い
た

だ
く
。

　
　
ま
た
、
賦
課
期
日
ま
で
に
相

続
登
記
が
完
了
し
て
い
な
い
場

合
、
相
続
人
が
所
有
者
と
み
な

さ
れ
る
。
相
続
人
が
複
数
で
あ

る
場
合
、
全
員
の
共
有
と
い
う

形
に
な
り
、
こ
の
場
合
に
は
納

税
通
知
書
を
受
け
取
り
、
代
表

し
て
納
め
て
い
た
だ
く
方
を
納

税
義
務
に
係
わ
る
納
税
相
続
人

代
表
者
指
定
届
け
を
提
出
し
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い

る
。

再
質
問
（
議
員
）

　
　
都
市
計
画
税
は
目
的
税
で
あ

り
、
ど
う
い
う
目
的
で
、
ど
う

使
わ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

再
答
弁
（
企
画
部
長
）

　
　
平
成
22
年
度
は
、
２
億
４
４

７
７
万
円
の
決
算
で
あ
る
。
主

な
使
途
は
、
公
共
下
水
道
の
繰

り
出
し
金
と
公
債
費
で
１
億
３

７
０
０
万
円
、
都
市
計
画
公
債

費
に
９
３
０
０
万
円
、
江
連
都

市
下
水
路
に
９
０
０
万
円
、
ま

ち
づ
く
り
事
業
費
に
４
０
０
万

円
を
充
当
し
て
い
る
。

 

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

○
自
治
区
長
の
委
嘱
に
つ
い
て

○
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
雇

用
に
つ
い
て

○
臨
時
職
員
に
つ
い
て

質
問
（
議
員
）

　
　
我
が
常
総
市
は
東
京
か
ら
車

や
列
車
で
１
時
間
圏
内
で
あ
り

な
が
ら
、
東
西
に
は
、
小
貝
川
、

鬼
怒
川
が
流
れ
、
北
に
は
筑
波

山
を
望
む
自
然
豊
か
な
美
し
い

田
園
都
市
で
も
あ
る
。
市
内
に

は
、
国
の
指
定
文
化
財
の
坂
野

家
を
は
じ
め
、
長
塚
節
の
生
家

や
歴
史
あ
る
神
社
仏
閣
が
数
多

く
存
在
し
、
近
隣
の
県
立
自
然

博
物
館
も
含
め
る
と
観
光
地
と

し
て
の
潜
在
能
力
は
か
な
り
高

い
も
の
で
あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ

十
分
に
そ
の
能
力
が
発
揮
さ
れ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
市
の
魅
力
を
広
く

Ｐ
Ｒ
し
、
多
く
の
観
光
客
に
来

て
い
た
だ
く
こ
と
も
大
切
で
あ

る
。
ま
た
、
同
時
に
市
内
の
観

光
地
を
め
ぐ
っ
て
そ
の
よ
さ
を

感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、

移
動
途
中
、
目
に
映
る
風
景
の

美
し
さ
も
大
切
で
あ
る
。
観
光

地
と
し
て
の
発
展
の
た
め
に
は
、

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
点
で
捉
え
る

の
で
は
な
く
、
面
で
捉
え
て
い

く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
市
内
を
見
回
す
と
、

道
路
脇
や
山
林
に
ポ
イ
捨
て
さ

れ
た
ご
み
が
目
立
ち
、
景
観
を

損
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。
観
光
誘
致
を
考
え
た
と
き
、

ご
み
問
題
は
早
急
に
解
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
。

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
を
防
止
す
る

た
め
に
、
常
総
市
ご
み
の
散
乱

防
止
に
関
す
る
条
例
第
22
条
の

罰
則
規
定
に
つ
い
て
見
直
し
、

例
え
ば
第
16
条
に
あ
る
、
ご
み

の
散
乱
防
止
推
進
員
が
ポ
イ
捨

て
を
現
認
し
た
場
合
、
罰
金
を

徴
収
す
る
と
い
っ
た
方
向
に
強

化
す
る
よ
う
検
討
い
た
だ
け
な

い
か
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

答
弁
（
市
民
生
活
部
長
）

　
　
市
が
、
直
接
罰
則
を
科
す
事

は
、
上
位
法
令
抵
触
の
可
能
性

が
あ
る
。
ま
た
、
指
導
・
命
令

・
罰
則
を
科
す
こ
と
が
で
き
る

の
は
条
例
で
市
長
の
指
定
す
る
、

指
定
職
員
で
な
い
と
で
き
な
い

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
場
で
過

料
を
科
す
こ
と
は
難
し
い
と
判

断
す
る
。
一
方
、
罰
則
に
よ
る

抑
止
効
果
も
あ
り
、
十
分
に
研

究
し
て
い
く
。

 

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

○
公
民
館
の
役
割
と
そ
の
活
用
に

つ
い
て

国道沿いにたてられた看板

質
問
（
議
員
）

　
　
情
報
化
社
会
に
備
え
る
自
治

体
づ
く
り
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
拡

大
の
た
め
、
情
報
イ
ン
フ
ラ
を

行
政
主
導
で
進
め
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。
当
市
で
は
光
回

線
未
整
備
地
区
も
多
く
、
早
期

実
現
を
求
め
る
声
が
私
に
届
い

て
い
る
。

　
　
①
未
整
備
に
関
し
、
問
合
せ

や
改
善
提
案
等
、
ど
ん
な
も
の

が
、
ど
の
く
ら
い
来
て
い
る
か
。

②
こ
れ
ら
を
受
け
、
偏
り
の
な

い
情
報
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
市
は
、

ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
か
。
③

国
・
県
・
市
道
、
高
速
等
の
情

報
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
充
実

さ
せ
た
都
市
は
、
人
・
物
・
金

の
潤
滑
な
移
動
促
進
を
も
た
ら

し
、
大
き
な
活
力
を
与
え
、
発

展
の
起
爆
材
料
に
な
っ
た
。
現

在
、
車
社
会
か
ら
情
報
化
社
会

へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
東

京
で
は
殆
ど
完
了
し
、
そ
の
波

が
地
方
へ
押
し
寄
せ
て
い
る
状

況
に
あ
る
。
今
後
、
企
業
誘
致

に
あ
た
っ
て
、
情
報
イ
ン
フ
ラ

未
整
備
地
区
に
進
出
を
検
討
す

る
企
業
が
あ
る
の
か
、
私
に
は

考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
情
報

化
社
会
で
は
、
ネ
ッ
ト
を
通
し

て
市
民
に
向
け
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
も
、
電
子
媒
体
を
通
し
て
新

た
な
ス
テ
ー
ジ
に
飛
躍
す
る
可

能
性
を
、
大
い
に
高
め
る
と
私

は
確
信
し
て
い
る
。
ツ
イ
ッ
タ

ー
は
、
先
の
大
震
災
時
、
情
報

の
発
信
・
受
信
に
最
も
有
効
で

あ
る
と
証
明
さ
れ
た
。
つ
く
ば
、

取
手
、
筑
西
市
は
導
入
済
み
。

当
市
で
は
電
子
媒
体
を
通
じ
、

積
極
的
に
情
報
発
信
を
行
な
う

検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。

答
弁
（
企
画
部
長
）

　
　
①
20
・
21
年
度
に
そ
れ
ぞ
れ

3
件
、
22
年
度
に
1
件
の
市
民

ご
み
の
散
乱
防
止
に
係
る
罰
則
の
見
直
し
に
つ
い
て

堀
越
　
輝
子 

議
員

情
報
化
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て

金
子
　
晃
久 

議
員

（９）第195号


